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比熱10)の実験が行なわれだしたところだが,典型的物質を用いての詳細な実験が望まれ

る｡
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｢実験の現状とこれから｣コメン ト

阪大 基礎工 長谷田泰一郎

ランダム系において①ミクロな不均一性を越えて協力的なsharpな相転移が存在する

ものなのか,④あるいは転移点の分布が不可避であって測定量によってはbroadな転

移にみえるのが本質的なのか,④そもそもlongrangeorderというものはランダム系の

中でどのように定義できるのか,等のランダム系の興味の主柱に対して実験として白黒

をつけたいわけであるが仲々に難かしい｡

試料中のランダムさについて必要な記述は何であるのか｡

濃度だけでは全く不充分であることは明らかである｡我々はMn(MgorZn)F

Hについて約 100gの溶質をとかした液 1βから析出する結晶を数mgずつ分

て試料中の濃度分布の上限を確認した｡最小限試料中の濃度巾(の上阪 )試料

-Fl1-



ランダムスピン系の相転移

L準,個数を明らかにしたデータの相互比較を行いたい.

データの再現性について

ンダム系試料ではたしかにデータの再現性は悪い｡しかし,本当に試料のム

ると確証 している場合は非常に少い｡

再現性について,試料中の緩和特にクラスターーあるいは ドメイン的な部分について

の緩和がランダム系では非常に遅 くなると予想 される｡シミュレーション実験でも

みられているが,最近 CoF2H(pure)についてX′(W)の測定によってTNを横切っ

て高温側から低温に向って連続的におそくなっていく緩和現象を見出している｡

(池田,長谷田)このような結果をみるととljnox'(W,Tノうゝら臨界係数を求めるに

は充分な注意が必要と考えられる｡

以下にランダム系のあらい分類を示して最近我々の注目している課題を述べる｡

(1)非磁性イオンによる希釈結晶系 (臨界濃度,臨界係数 )

〔 パーコレーション極限とべ-テ格子 との類似

｢

MnxXIIXF･2HにおいてX-Zn十2とMき了2とでdTN/dCが著 しく異 なる

(大竹,山本,松浦の項参照 )その原因としてZn+2では3d電子の存在するた

＼
｣

＼め-F-Zn十2-F-という超交換相互作用のpathをつくる可能性を指摘 したレ

この場合ボンド,サイ ト混合系となる｡

(2)二種 (以上の)磁性イオン又は結合ボンドによるサイ ト･ボンド混晶系｡

(3)ForcedRandom系

〔

格子としてはregularであるがスピン配列がどうしてもregularでは無理を生ずるも

の｡例えば f.C.C. trig･のaf.など｡

(4)非晶系

上記いづれも基底はregularであるのに比べていわゆるガラス状物質系は相当ちが

った新 しい現象を期待したいが現在まであまり著しいことは見出されていない｡

非晶プロバ トル+Cr(NO8)3,などMiedema,Thesis(1960)*

p205ガラス(Mn十2,Fe+2,co+2,cu+2)Egami,Simpsonなど

J.P.C:SolidStateP.5(1972)L261

*) 御希望の向きには,この部分コピ-をお送りしますo
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/Y,Fe/Gd酸化物ガラス Simpson J.Appl.P･42(71)2181,Int'national

conf.onAmorphausSolid･1973Dresden･1029

LS芸誓 言et,I:opIin't二 r':y憲 bll?baaE;も関らず相当低温でorderLないもの

5) regularlatticeのランダムな集積

Fe

濃2

が.

ンダム系の次元を下げるのにランダムな一次元あるいは二次元系という方法が

るが,もう一つregularな一次元あるいは二次元格子系のランダムな集積がある

論的にはすでに研究があるが実験が期待される｡我々は現在 (A)∩(B)mとい

た二次元格子集積系を目指している｡

ランダム ･スピン系の相転移

阪大 工 庄 司 一 郎

二次元イジング模型のbond-annealed系についてはexactな解 を求めることができるが,

これを若干拡張できるかどうかについて考える｡まず考えられる拡張は,イジング･ス

ピンを上,下のみならず,左右に向けるとすればどうかということである｡つまり4つ

の可能なスピンの向きがあり,隣り同志はその内積に比例するエネルギーをもつ場合で

ある｡式でかくと

E-- J(0102+0'10'2)

(01,0'2)と(02,0昌)は各格子点に

おける4つの方向を示す｡Oの各々は±

1を独立にとるとする｡ Regular格子の

場合はこれがexactにとけることは鈴木

氏らの発見した処であるがRandam系の

場合には
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